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福井県中小企業団体中央会 中央会は

「ふくいSDGsパートナー」
登録団体です
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全国大会福井大会オープニングアトラクション
福井商業高校チアリーダー部「JETS」（P2に掲載）





　10月24日(木)、フェニックス・プラザ
（福井市）において、「第76回中小企業団体
全国大会福井大会を「つながる　ひろげる　
連携の架け橋～幸せ紡ぎ　新しい未来(あし
た)へ～」のテーマのもと開催しました。
　中村保博・福井県副知事、西行茂・福井
市長、関根正裕・株式会社商工組合中央金
庫代表取締役社長、独立行政法人中小企業
基盤整備機構・宮川理事長等多数の来賓ご臨席の下、全国から中小企業団体の代表者約2,000名
が参集しました。　　
　1962年（昭和37年）の第13回大会以来、62年ぶりの本県開催となりました。開催地を代表し、
稲山幹夫・本会会長は「我々中小企業・小規模事業者はバブル崩壊以降、度重なる危機に直面した
が、組合を組織する仲間同士が知恵や経営資源を出し合い克服し、自らの事業を継続してきた。
連携の力をより一層高めることが何より重要。幸福度日本一と言われる福井の地から、不死鳥の
ように新しい未来(あした)に向かう決意を示すことには、大きな意義がある」とあいさつ、「この大
会を契機に本県の産業や組合にも関心を持っていただきたい」と来県を歓迎しました。
　また、武藤容治・経済産業大臣及び福岡資麿・厚生労働大臣からのビデオメッセージが披露さ
れるとともに、中村副知事、西行市長より開催県・市歓迎のあいさつ、関根商工中金社長よりご
祝辞をいただきました。
　その後、本会稲山会長が議長に、野村泰弘・大阪府中央会会長、伊藤學人・広島県中央会会長
がそれぞれ副議長に選任されて議事が進行し、「中小企業・小規模事業者等の環境変化対応、成長
促進支援等の拡充」、「中小企業・小規模事業者の実態を踏まえた労働・雇用・社会保険料対策の
推進」、「中小企業・小規模事業者の積極的な事業活動を支える環境整備」など14項目を決議しま
した。続いて、櫻井一郎・熊本県中央会会長の意見発表を行い、本大会の意義を内外に表明する
ため、若山健太郎・福井県青年中央会会長が「大会宣言」を高らかに宣しました。

第76回中小企業団体全国大会福井大会を開催第76回中小企業団体全国大会福井大会を開催

▲稲山会長
　開催地あいさつ

▲中村福井県副知事
　開催県歓迎あいさつ

▲西行福井市長
　開催市歓迎あいさつ

1. 本大会
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　併せて、本大会では、優良組合（43組合）、組合功労者（72名）、中央会優秀事務局専従者（25
名）の表彰が執り行われ、本県から優良組合として東部商業開発事業協同組合、組合功労者として
福井県環境保全協業組合　二木和則理事長が受彰されたほか、中央会優秀事務局専従者として本
会連携支援課 堀井真理生課長代理と事業推進課 井上祥一企画主査が受彰、総代として全国中央会 
森会長より表彰状と記念品が贈られました。

　大会開催を飾るオープニングアトラクションは、これまでに全米優勝通算９回を果たし、映画
とドラマ「チア☆ダン」のモデルとなった福井商業高校チアリーダー部「JETS」約50名がパフォーマ
ンスを披露。県外よりJETSに所属する生徒の自己紹介などもあり、出身県からの熱いエールが贈
られるなど、会場が熱気に包まれ、華々しく開会しました。

▲関根商工中金社長
　来賓祝辞

▲若山青年中央会会長
　大会宣言

▲福井県環境保全
協業組合
二木理事長

▲東部商業開発事業協同組合
（パリオCiTY）

▲連携支援課　堀井課長代理（左）
　事業推進課　井上企画主査（右）

▲稲山議長（中央）
　野村副議長（左）　伊藤副議長（右）
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　例年大会と併せて開く物産展は「ふくい食の物産展」と銘打ち、本会会員からは福井県酒造協同
組合、企業組合うめっぽ、企業組合新ちゃんみそ、小浜市食品加工協同組合、福井県昆布商工業
協同組合が出展、そのほか羽二重餅など福井を代表する銘菓を販売しました。入場制限を行うな
ど、多くの大会参加者が地酒や梅干し、おぼろ昆布など福井の特産品を買い求め、盛況でした。

▲企業組合うめっぽ
梅加工品販売

▲福井県酒造協同組合
地酒販売

▲福井県昆布商工業協同組合　昆布加工品販売・おぼろ昆布実演

▲羽二重餅など福井の銘菓や特産品を買い求める参加者でにぎわう物産展会場

▲企業組合新ちゃんみそ
大豆加工品販売

▲小浜市食品加工協同組合
水産加工品販売
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　大会後、コートヤード・バイ・マリオット福井にて、来賓や各都道府県中央会会長・専務理事
等を招き、「歓迎レセプション」を開催しました。本会稲山会長より、福井県・福井市をはじめ各
関係機関、各中央会の協力のもと、大会を盛況のうちに終えることができたことへの御礼挨拶が
あり、続いて全国中央会が組織する中小企業連携推進議員懇話会に本県選出議員として参加の滝
波宏文・参議院議員、中村保博・福井県副知事、黒田慶廣・福井市商工労働部長(市長代理)より
ご挨拶をいただきました。福井県商工会議所連合会・八木会頭の乾杯で開宴したレセプションは、
全国各地から集まった関係者が歓談し、加藤英樹・本会副会長の中締めにより、盛会のうちに終
了しました。

▲中村福井県副知事　来賓祝辞

▲稲山会長　開会あいさつ

▲黒田福井市商工労働部長　来賓祝辞

▲滝波参議院議員　来賓祝辞

◀八木福井県商工会議所連合会会頭　乾杯

2. 歓迎レセプション
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　また大会終了後、大会にご参加いただいた本会会員組
合の皆様に大会成功の感謝の思いを込めまして、「感謝の
夕べ」をフェニックス・プラザ　小ホールにて開催しまし
た。本会を代表し、野尻章博・本会副会長より謝辞と乾杯
で開宴、本大会表彰者披露のほか、参加組合による組合
PRタイムを設け、福井県石油業協同組合、丸岡ファイン
テックス協同組合、企業組合草刈りあるくの３組合より業
界や取組みのPRがありました。

▲加藤副会長　中締め

▲ハーピスト　佐々木　美香氏
ハープの生演奏

▲福井の地酒コーナー

野尻副会長謝辞・乾杯▶

福井の地酒を味わってい
ただける地酒コーナー、
ハープの生演奏で招待客
をもてなしました。

▲福井県石油業協同組合
業界の取組みPR

▲丸岡ファインテックス協同組合
越前織PR

▲企業組合草刈りあるく
事業PR

3. 感謝の夕べ
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　その後、福井県の伝統工芸を応援するアイドルグループ「さくらいと」のミニライブが行われ、

会場は盛り上がりました。

　最後に、参加組合協賛による大抽選会を行いました。15組合様より60点の豪華景品を協賛いた

だき、当選者にさくらいとのメンバーより景品が渡されるたび、歓喜の声が上がりました。

　若山健太郎・福井県青年中央会会長による中締めで、大変和やかな雰囲気のなか幕を閉じまし

た。

　第76回中小企業団体全国大会福井大会
開催にあたり、ご支援ご協力を賜りまし
た関係機関の皆さま、本会会員組合関係
者の皆さま、お蔭様をもちまして盛況の
うちに大会を終えることができました。
　心より深く感謝申し上げます。誠にあ
りがとうございました。

福井県中小企業団体中央会
役職員　一同

協賛品をご提供いただいた組合の皆様、誠にありがとうございました。

▲若山青年中央会会長
中締め
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小規模事業者連携促進事業の取組み小規模事業者連携促進事業の取組み

　福井県内の中小企業組合数が減少傾向の中、本会では中小企業組合制度の普及を軸として、昨年度から小
規模事業者連携促進事業に取り組んでいます。本事業では、中小企業組合制度の自由さをより活かした組合
の設立と職員の設立支援スキルの向上を目標に掲げ、事業者へのヒアリング調査、他県中央会及び組合の視
察、情報交換交流会（中小企業組合制度活用講座）、組織化検討会（設立に向けた協議）の開催等を実施してい
ます。

■今年度の取り組み
　【連携可能性調査】
　 ・ヒアリング　対象：キッチンカー事業者、宿泊事業者、漁業者

　・内容
　　各事業者の事業内容、課題の調査
　　法人化への意欲や意思の調査
　　特定地域づくり事業協同組合制度への関心の有無　等

　【視察】
　・目的

　特定地域づくり事業協同組合の設立・運営ノウハウの獲得、福井県にはない共同事業に取り組む組合、
福井県にはない業種（学校法人、社会福祉法人）で構成される組合の取り組み事例の学習、事業者に対する
ワークショップの取り組み手法の学習、組合設立支援ツール（KUMIAIQUEST）のブラッシュアップを目
的とし、宮崎県及び福岡県の視察を行いました。

　・視察先
　　宮崎県中央会（４組合＊うち２組合は特定地域づくり事業協同組合）、福岡県中央会

　・取り組みを終えて
　ヒアリングした内容を当会の支援内容に落とし込み、設立に係る支援手法を確立するとともに、制度の
自由さを活かした中小企業組合の設立を目指します。

～中小企業組合制度の自由さをより活かした組合設立を目指して～

▲宮崎県内の事業協同組合へのヒアリングの様子
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小規模事業者連携促進事業の取組み小規模事業者連携促進事業の取組み

【情報交換交流会（中小企業組合制度活用講座）】
　・内容

　連携可能性調査等で掘り起こした事業者を対象に、中小企業組合制度の普及と組合設立のイメージづく
りを目的とした「中小企業組合制度活用セミナー」を実施します。セミナーの内容は、中小企業組合制度の
周知や協同組合の概念、中小企業組合制度の概要、各組合法人の特徴(特に事業協同組合と企業組合)、県
内外の成功事例、組合設立のためのワークショップを行います。

・実績（全５回）
　外構工事関連事業者、地域の食文化や伝統産業を伝える活動を行うグループ　
　木材関連事業者、厨房設備関連事業者　等

【組織化検討会】
・内容
　情報交換交流会を行い、設立の意思がある事業者グループに対し、本会指導員による具体的な設立協議
を行う機会を提供します。事業計画を立てる上で、専門的な知識が必要な場合は専門家を招聘しアドバイ
スをいただきます。

・実績（全３回）　地域の食文化や伝統産業を伝える活動を行うグループ　

▲ワークショップに取り組む事業者の様子

▲事業計画づくりに取り組む様子

中央会では、新たな組合設立や組合共同事業の再構築を考える皆様に対し、ゲーム式
のワークショップを提案しております！
ご希望がございましたら、ぜひお気軽に本会　連携支援課（0776-23-3042）まで
ご相談ください!
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令和６年度外国人技能実習制度適正化事業令和６年度外国人技能実習制度適正化事業
第１回適正化講習会を開催第１回適正化講習会を開催

　本会では９月６日（金）、福井県繊協ビルにて外国人技能実習制度適正化事業　第１回講習会を
開催いたしました。
　コスモポリタンインターナショナルHRソリューションズ　特定社会保険労務士の永井知子氏に

「育成就労制度に向けた準備と技能実習生の労務管理における留意点　外国人から選ばれる企業と
は」をテーマにご講演いただき、約30名の組合関係者が参加しました。本講習会では、参加した
外国人技能実習生受入事業を行う事業協同組合等の監理団体に対して、育成就労制度へと移行す
るまでに現行の技能実習制度をどのような形で取り組んでいくか、その留意点について説明があ
り、適正な外国人技能実習制度の運用に取り組むことを参加者は再認識しました。
　
　2024年6月14日、技能実習に代わる新た
な制度「育成就労」を新設するための関連法の
改正が、国会で可決・成立しました。改正法
については、2027年を目途に施行されるこ
とが予定されております。監理団体は監理支
援機関と名称が改められ、監理支援機関とし
ての許可申請が必須とされております。監理
団体の皆様におかれましては、引き続き現行
制度の適正な運用に努めていただくようお願
いいたします。

【育成就労制度　主な変更箇所】

主な変更箇所 技能実習制度（現行） 育成就労制度（新設）

制度目的 人材育成を通じた
国際貢献

特定技能制度に繋がる
人材の育成

対象職種・分野 特定産業分野とは一致
しない

特定産業分野と一致
（原則）

在留期間 最長５年 原則3年

在留資格（名称） 「技能実習（１～３号）」 「育成就労」

転籍の可否 原則不可 一定要件の下で認める

来日時点での日本語能力 なし（介護分野を除く） 日本語能力試験N５レベル
（原則）

産業分野ごとの受入れ人数枠 なし あり

派遣の可否 不可 農業・漁業分野では可

▲講習会の様子
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ふくい青年中央会　活動紹介　　　　ふくい青年中央会　活動紹介　　　　

　会員青年部のPRや、子どもたちに多彩な仕事を体験してもら
い、様々な職業に憧れを抱いてもらうため、11月10日（日）、福
井県産業会館２号館にて「未来のお仕事フェスタ」を開催しまし
た。ふくい青年中央会に加盟する2８組合青年部のうち14組合
の出展、来場者数が約6,000人となり大勢の参加者で盛り上が
りを見せました。

　今回初めての試みとして、福井県教育庁高校教
育課のご協力を得て高校生ボランティアを募集し
たところ、若狭高等学校、福井農林高等学校、坂
井高等学校、科学技術高等学校、武生商工高等学
校、福井商業高等学校の6校から25名もの応募が
ありました。
　これを受け、若山会長と増田副会長が藤丸県教
育長を表敬訪問し、募集へのご協力への感謝を伝
えるとともに、「未来のお仕事フェスタ」の説明・
PRを行いました。
　教育長からは、「若い世代が地域企業と直接ふれ
あい、多様な職業を知ることは、彼らの未来を広
げる貴重な機会です」とのコメントをいただき、今
後も教育の場と地域企業の連携を深めていくこと
としました。
　お仕事フェスタ当日は、高校生ボランティアの
皆さんが各ブースで受付や体験サポートなどを行
い、イベント運営を支える姿が大変印象的でし
た。また、参加した高校生からは「福井の産業につ
いて学び、将来福井で働くことへの興味が湧きま
した」など、多くの前向きな感想が寄せられました。

92歳の運転手登場
　今年も恒例のミニ電車乗車体験を実施しました。イベント当日はミニ電車の持ち
主である越前市の前田伸治さんの92歳の誕生日。そこで今回は前田さんに“特別運
転手”としてご来場いただきました。元気に子供と触れ合う姿が多くの来場者に笑
顔を届けました。「子どもたちの笑顔を見ていると、自分も若返った気持ちになりま
す」と、前田さんは満面の笑みで話していました。

～未来のお仕事フェスタ2024を開催～

～若き力が支えるイベント運営～

▲㊧増田副会長　㊥藤丸教育長　㊨若山会長

▲紙のメガネ作りをお手伝いする女子学生の2人
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シールラリーで学びもワクワクもお届け
　各ブースで体験してシールを集める「シールラリー」が実施され、参加者が自然と
各ブースを回り、会場全体に賑わいが広がりました。今回初の試みとして３つ体験
すると1回ガチャガチャを回せるという特典が提供され、子どもたちを中心に大好
評でした。ガチャガチャには、おもちゃやお菓子が用意されており、子どもたち
はシール集めに熱中しました。「楽しみながら色々な仕事の魅力に触れることができ
た！」という声も多くいただきました。

　新しい試みを盛り込んだ今年のお仕事フェスタは、世代を超えた交流の場となり、青年中央会会員、参加
者にとっても新鮮で充実したイベントとなりました。

出展青年部 体験内容
福井県機械工業青年会 人力プレス加工体験
エルパ・ユース　協同組合ゴールドショッピングセンター青年部会 体験！ショッピングセンターすごろく
福井県屋根工事業協同組合青年部 いろんな瓦にくぎ打ち体験
福井県左官工業組合青年部 壁塗り体験（手形プレゼント）
福井県建設鉄工協同組合青年部会 鉄骨小屋組み立体験・射的
福井県自動車車体整備業協同組合青年部 メカニックツナギコスプレ・自動車分解体験
福井管工事業協同組合青年部 パイプで水てっぽう
福井県板金工業組合青年部 マグネットボード作り
福井県眼鏡工業組合青年部会 紙でメガネを作ってみよう
福井県インテリア事業協同組合青年部 いろんなカベにふれてみよう
福井県中央トラック事業協同組合青年部会 わくわく集荷体験
福井県電気工事工業組合青年部 高所作業車に乗ってみよう
福井県造園業協同組合青年部会 木でいろいろ作ってみよう！～コースターやアロマスティック～

「令和６年能登半島地震」被災地支援に取り組んだ
組合様の情報をお待ちしております

　中央会では、情報誌「Collaborate Fukui」にて「令和６年能登半島地震」被災地支援に取り組んだ組合を特
集して掲載しております。掲載記事は本会ホームページに掲載するほか、県や関係機関等に本県組合の取組
み事例としてご紹介いたします。
　ぜひ情報をお寄せください。

◇お問い合わせ先
　福井県中小企業団体中央会　総務企画課　TEL：0776－23－3042　　FAX：0776－27－3058

～働き方改革関連法、育児・介護休業法、高年齢者雇用安定法など
制度改正に関する課題は中央会へご相談ください～

　本会では様々な制度改正（法令改正（条例の改正を含む）等を伴うものに限る）に対応
するための講習会の開催や専門家派遣を行っています。組合員を対象とした講習会の
開催や専門家への個別相談などお気軽にご相談・ご活用ください。
◇お問い合わせ
　福井県中小企業団体中央会　事業推進課　TEL：0776－27－3042

中央会からのお知らせ中央会からのお知らせ
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＜越前漆器協同組合＞

組合 TOPICS

　越前漆器協同組合は、能登半島地震で甚大な被害を受けた石川県輪島市の伝統工芸「輪島塗」の産地を支援
しようと様々な取組みを行っています。越前漆器の産地である鯖江市河和田地区では、2004年の福井豪雨
で大きな被害を受けた際、日本漆器協同組合連合会や各産地組合から支援を受けたことがありました。ま
た、石川からも多くのボランティアが駆け付けてくれたため、土田　直理事長は「今度は自分たちが恩返し
の気持ちを込めて支援する」と今回の取組みを進めました。
　まず、組合の事務局がある「うるしの里会館」で義援金を受け
付けました。募金箱には「うるしの絆・がんばろう輪島！」の
メッセージやお椀と箸で∞（無限）の輪、繋がりを表現した絵が
描かれ、集まった義援金は被災地の輪島塗漆器商工業協同組合
へ届けられました。義援金は同組合が進める「輪島塗を再び製
作できるようにする活動」に対する支援や組合員・非組合員問
わず輪島塗の産地で活動する漆関係者の方々への支援に役立て
られました。
　また、工房を兼ねた自宅が被災し、事業を継続できない輪島
塗の職人たちを支援しようと臨時工房や必要な道具、材料の提
供を日本漆器協同組合連合会と検討したほか、組合青年部がボランティアに行くなど様々な支援を行ってき
ました。
　土田理事長は「古くから受け継がれてきた輪島塗の伝統や技術を守るため、全国の漆器産地が相互支援の
精神で復興支援を行ってきた。この精神は漆器業界の強みであり今後も大切にしていかなければならない。
今回の地震で、分業制である漆器産業では各産地の強みを活かした産地間の垣根を超えた連携が課題だと感
じた。」と話していました。

　令和６年10月17日および18日、第58回日本漆器協同組合連合会 全国大会、第29回ジャパン漆サミット
が福井県で開催され、漆器関係者約300名が一堂に会しました。鯖江市うるしの里会館で行われた全国大会
は、産地間の相互理解と親睦の場として開催されています。また、鯖江市文化センターで開催されたサミッ
トは、越前漆器をはじめ全国の漆器産地の自治体や協同組合の代表者が集い、東京で行われた全国漆器展の
授賞式が執り行われました。第59回全国漆器展の団体賞では、越前漆器協同組合が最高位の桂宮賞を19回
目、４年連続受賞しました。個人賞でも産業工芸品部門と美術工芸品部門それぞれの部門で越前漆器の職人
が受賞し、全国の産地で最多受賞となりました。

▲受賞作品

特 集 「令和6年能登半島地震」「令和6年能登半島地震」
被災地支援に取り組んだ県内の組合被災地支援に取り組んだ県内の組合

▲応援ロゴマーク

越前漆器協同組合
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○ふくい業務改善・賃上げ応援事業【９月補正予算】
　※補助率、奨励金額嵩上げ
　最低賃金の過去最大の上げ幅での改定に伴い、国の業務改善助成金に県独自の上乗せを行
うとともに、一定以上の賃上げを行う事業者に対し奨励金を支給することにより、賃上げを
行いやすい環境を整備します。

○「人への投資」支援事業補助金
　生産性の向上等を目的に、従業員を短期間の教育訓練に参加させる場合の企業負担を補助
し、中小企業の人材育成を支援します。

○社員ファースト企業補助金【９月補正予算】
　※補助件数を増加
　働きやすい職場環境づくりのための社内研修や、アドバイザー・コンサルタント等活用費
用およびテレワーク導入のための機器購入費用を支援します。

○ふくい物価高騰対策賃金アップ応援事業【９月補正予算】
　※補助事業所増加
　就業規則の作成・改正等の社会保険労務士に係る費用の一部を補助します。

○ものづくり企業魅力発信支援事業補助金
　県内製造業者・企業グループが自ら企画し、福井県内で実施する県内外の高等学校の生
徒・大学等の交流事業や共同事業を支援します。

○デザインプロデュース事業
　デザイン開発を進める企業に対して、デザイナー等の専門家派遣やグループカウンセリン
グによるブランディングに関するアドバイスを実施します。

○キャッシュレス決済導入促進助成金
　キャッシュレス決済の導入経費を支援します。

県の支援施策のご案内県の支援施策のご案内
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規約：組合の業務運営及び事務執行に関して、組合と組合員間を規律する自治規範をい
　　　い、定款と同様、総会または総代会において決められるべき性質をもったもの。　

　　　例）選挙規約、委員会規約、共同購買事業規約等

規程：組合の事務、会計その他内部的な事務遂行上に必要な関係を規律する内規的なもの
　　　であって、その設定、変更及び廃止は主に理事会等で決められるべきもの。

　　　例）文書処理規程、服務規程、経理規程、給与規程等

＆Q A 組合からよくご質問をいただく組合
運営に関する事項について解説します！

組 合 運 営

規約と規程はともに組合の経営を合理的に推進するためのルールを示す事業の執行方法や機
関の執行方法など実務上の手続き等を規定するもので、それぞれの明確な定義づけは困難では
ありますが、従来の習慣並びに字義により区別すれば、それぞれ以下のとおりと考えます。

組合の意思決定機関には、総会、総代会及び理事会がありますが、規約の設定、変更又は廃
止については、総会の議決事項であり、これを理事会等において決定することはできません。
規約・規程は組合の運営に必要な事項の基準を定めるものであるから、その設定・改廃は本来
的には組合の業務執行、それも対内的業務執行の一部として、理事会が担当すべきものと考え
られます。しかし規約・規程のうち、規約の設定・改廃については、その重要性にかんがみ総
会において決定するものであるからこれを除き、専ら規程に属するもののみが本来の組合の業
務執行の一部として理事会の議決事項となります。

総会及び理事会における規約および規程の設定・改廃についての議決は、それぞれ過半数の
出席（定足数）による、出席者の過半数の同意によって行われます。

協同組合の運営上、諸規約諸規程を定めることが大切だと思うが、規約と規程の定義につい
て教えてほしい。Q

A

議決機関（根拠条文） 決定の方法（根拠条文）

規約

総合（総代会を採用している場合は、
総代会）

　　中協法第51条第1項第2号
　　中団法第5条の23第3項、
　　第47条第2項

普通議決

　　中協法第52条第1項
　　中団法第5条の23第3項、
　　第47条第2項

規程

理事会

　　中協法第36条2
　　中団法第5条の23第3項、
　　第47条第2項

理事の過半数が出席し、その過半数
で決する

　　中協法第36条の3第1項
　　中団法第5条の23第3項、
　　第47条第2項
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福井本社／〒918‐8108 福井市春日3丁目620番地　　　　　TEL.（0776）35‐3333㈹
東京本社／〒169‐0075 東京都新宿区高田馬場1丁目21‐13　TEL.（03）3200‐7777㈹
E-mail kawadaya@ruby.ocn.ne.jp

ココロを表現する

想像力が色づく

豊かな感性と確かな技術。

大樹－KB－2024－64

●特　色
１事業主が負担する掛金は加入従業員１人あたり月額
30,000円まで損金計上可能（所得税法施行令第64条・
法人税法施行令第135条）
　2024年3月現在の税制に基づいた記載です。今後税制
改正が行われた場合には記載の内容と相違する場合があ
ります。

２掛金納入月数60月以上の従業員が死亡以外の事由によ
り退職した場合、年金による受取が可能

※詳しくは、福井県中小企業団体中央会の退職金共済規程
および特定退職金共済制度パンフレットを必ずご覧くだ
さい。

資料の請求とお問い合わせ

中央会の

特定退職金
共 済 制 度

引受保険会社  大樹生命保険株式会社

福井県中小企業団体中央会 ☎（0776）23-3042
福井市大手3丁目12-20 冨田第一生命ビル3階

地震危険補償特約で
万が一に備えましょう！
地震危険補償特約で
万が一に備えましょう！
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価格転嫁に取り組む業界団体を応援！
「業界団体への価格転嫁対策奨励金」のご案内
【特集】「令和６年度能登半島地震」被災地支援に
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組合運営Q＆A

https : //www.chuokai-fukui.or.jp /
福井県中小企業団体中央会 中央会は

「ふくいSDGsパートナー」
登録団体です
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全国大会福井大会オープニングアトラクション
福井商業高校チアリーダー部「JETS」（P2に掲載）


